
（1） 緑の地球新聞　第164号 2024年4月5日発行

第164号 2024 年 4 月５日発行： 公益財団法人  緑の地球防衛基金

いま名もない砂漠がふえている
私たちは次の世代へ緑の地球を贈ろう

〒104-0033 東京都中央区新川2-6-16  馬事畜産会館203
☎  03 （3297） 5505　Fax 03 （3297） 5507
URL： https://green-earth-japan.net/
e-mail： defense@green.email.ne.jp
郵便振替口座　00110-9-161182　　 定価　￥150

本紙は再生紙を使用しております

緑の地球新聞

着
実
に
進
捗
し
て
い
る
植
林
事
業

―
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
植
林
事
業
の
２
０
２
３
年
活
動
報
告
―

当
基
金
が
、２
０
２
０
年
４
月
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
覚
書
を
締
結
し
た「
ベ
ト
ナ
ム
・

ラ
オ
カ
イ
省
環
境
保
護
植
林
事
業
」
は
、
同
年
11
月
に
３
万
本
の
植
林
を
行
い
、
現

在
は
、
補
植
や
除
草
な
ど
森
林
の
育
成
管
理
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
件
事
業
に
関
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
２
０
２
３
年
の
活
動
報
告
が
送
付
さ

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
馬ば

尾び

松し
ょ
う

の
苗
木
が
順
調
に
生
育
す
る
一
方
、
カ
ン
ト

ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
成
長
が
緩
や
か
で
、
適
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
様
子
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
林
地
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
北
部
は
温

帯
性
（
亜
熱
帯
）
気
候
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、
植
林
場
所
は
、
中
国
と
の
国
境
に
近

い
ベ
ト
ナ
ム
最
北
部
の
山
間
地
帯
に
位
置

し
て
お
り
、２
０
２
３
年
の
平
均
気
温
は
、

例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
約
20
℃
で
し
た
。

最
も
暑
い
６
月
の
平
均
気
温
は
32
℃

１
．
植
林
場
所
の
気
温
と
降
雨
量

に
達
す
る
一
方
で
、
最
も
寒
い
１
〜
３
月

の
平
均
気
温
は
12
℃
に
止
ま
り
ま
し
た
。

０
℃
ま
で
下
が
る
日
も
あ
り
、
低
温
の
時

は
有
害
な
塩
霧
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
人

と
家
畜
の
健
康
や
、
林
業
生
産
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

２
０
２
３
年
の
年
間
降
雨
量
は
、
平
年

を
下
回
り
、
約
２
３
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

苗
木
の
成
長
に
は
厳
し
い
気
候
条
件

で
す
が
、
植
樹
し
た
馬
尾
松
（
別
名
タ
イ

ワ
ン
ア
カ
マ
ツ
）
及
び
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ

ギ
リ
は
現
地
の
気
候
条
件
に
適
応
し
た
原

産
種
で
す
の
で
、
正
常
な
成
長
を
確
保
す

る
の
に
は
充
分
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

２
．
苗
木
の
生
育
状
況

①
馬ば

尾び

松し
ょ
う（
タ
イ
ワ
ン
ア
カ
マ
ツ
）の
苗
木

２
０
２
０
年
８
〜
９
月
に
２
万
７
，

０
０
０
本
植
栽
さ
れ
た
馬
尾
松
の
苗 

木
は
、
順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
２
月
現
在
、
若
木
の
平
均

樹
高
は
約
1.5
ｍ
〜
3.0
ｍ
で
、
４
ｍ
に
達
し

て
い
る
木
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
成
長

は
比
較
的
均
一
で
す
（
写
真
２
、３
）。

馬
尾
松
は
成
木
に
な
る
ま
で
に
は
更

に
約
３
年
を
要
し
、
そ
の
頃
に
は
樹
高
が

約
５
〜
６
ｍ
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
に
は
、
枯
れ
た
若
木
等
に

対
応
し
て
１
，
０
０
０
本
の
苗
木
が
補
植

（写真１）ベトナム最北端に位置する植林地。冬場
は気温が０℃まで下がる日があり、年間降雨量は
少なく、苗木の成長には厳しい気候条件です。

（写真２）2020 年に 2万 7,000 本植林した馬尾松。
生育は良好で、樹高平均は 1.5 ｍ～ 3.0 ｍ。４ｍ
に達した木もあります。

（写真３）馬尾松の若木。担当者と比較して成長の
様子が分かります。
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さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雑
草
や
ブ
ド
ウ

の
蔓
の
除
去
な
ど
下
刈
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

②
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
種
子

カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
、
２
０
２
０

年
10
〜
11
月
に
、
森
林
区
画
の
境
界
線
に

沿
っ
て
３
，
０
０
０
本
分
が
直
播
さ
れ
ま

し
た
。
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
、
種
子

か
ら
育
て
て
い
る
た
め
成
長
が
遅
く
、
乾

燥
や
雨
不
足
な
ど
の
厳
し
い
気
候
条
件
も

あ
り
、
適
応
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
側
は
、
２
０
２
３
年

に
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
補
植
を
継
続

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
植
林
地
域
の
土
壌

は
緻
密
で
、
石
の
割
合
が
高
い
た
め
、
成

長
は
緩
や
か
で
す
。

カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
平
均
樹
高

は
、
２
０
２
４
年
２
月
現
在
、
１
〜
1.2
ｍ

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
４
、５
）

３
．
除
草
な
ど
森
林
整
備
状
況

２
０
２
３
年
に
は
、
２
回
の
森
林
整
備

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
の
最
初
の
作
業
期
間
で
は
、
植
林

地
を
守
る
た
め
の
有
益
な
草
の
播
種
と

農
作
物
の
間
作
と
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

基
礎
と
な
る
べ
き
盛
り
土
が
行
わ
れ
ま 

し
た
。

９
月
の
２
回
目
の
作
業
期
間
に
は
、
植

栽
し
た
低
木
か
ら
、
雑
草
や
蔓つ
る
を
取
り
除

く
作
業
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
植
林
地
は

急
峻
な
地
形
の
た
め
、
苗
木
の
樹
冠
を
出

し
て
生
育
を
よ
く
す
る
た
め
の
枝
払
い
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

各
作
業
期
間
に
は
約
30
〜
40
人
が
参

加
し
、
ナ
イ
フ
や
ク
ワ
を
使
っ
て
手
作
業

で
土
を
盛
り
、
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。
地

元
の
人
々
は
雑
草
や
蔓
を
刈
り
取
り
な
が

ら
、同
時
に
苗
木
の
根
元
を
盛
り
土
し
て
、

若
木
に
最
適
な
光
合
成
と
成
長
条
件
を
確

保
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
や
地

元
住
民
が
時
々
森
を
訪
れ
、
森
林
の
木
々

が
家
畜
や
有
害
な
野
生
動
物
に
よ
り
被
害

を
受
け
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
た
。

４
． 

植
樹
と
手
入
れ
に
あ
た
っ
て
困

難
だ
っ
た
こ
と

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
は
、
植
林
地
が
住
宅

地
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
資
材
や
苗
木

の
運
搬
、
植
林
の
実
施
や
そ
の
後
の
植
林

地
の
手
入
れ
の
た
め
の
移
動
が
非
常
に
困

難
だ
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
植
林
地
が
急
峻
な
地
形
で
、
多

く
の
蔓
や
低
木
の
成
長
が
非
常
に
早
か
っ

た
こ
と
も
、
植
林
の
世
話
を
す
る
地
元
の

人
々
に
多
く
の
困
難
を
も
た
ら
し
た
と
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
２
０
２
２
年
か
ら
引
き
続

く
円
相
場
の
大
幅
下
落（
円
安
）の
た
め
、

当
基
金
か
ら
の
助
成
金
が
ベ
ト
ナ
ム
通
貨

ド
ン
に
換
算
し
て
大
き
く
減
価
し
、
事
業

資
金
の
大
幅
な
減
少
が
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
２
３
年
夏
に
は
、
ベ

ト
ナ
ム
側
か
ら
当
基
金
に
、
事
業
資
金
が

不
足
し
て
困
っ
て
い
る
旨
の
連
絡
が
入
る

事
態
に
な
り
ま
し
た
。

本
件
に
関
し
て
は
、
最
終
的
に
不
足

額
に
相
当
す
る
50
万
円
を
追
加
で
助
成
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
側
か

ら
、
当
基
金
の
対
応
に
深
く
感
謝
す
る
旨

の
連
絡
を
受
け
る
な
ど
一
件
落
着
し
ま
し

た
が
、
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
に
よ
る
問
題

の
発
生
は
、
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

こ
う
し
た
様
々
な
困
難
は
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
植
林
事
業

は
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
官
民
挙
げ
て

の
真
摯
な
協
力
と
、
当
基
金
の
会
員
の
皆

様
、
及
び
貴
重
な
ご
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
ま
す
。
本
稿
を
お
借
り
し
て
、
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
と
合
併
）か
ら「
緑

の
地
球
防
衛
基
金
」
に
寄
付
さ
れ
、
当
基

金
を
通
じ
て
、
国
内
外
で
様
々
な
環
境
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
各
種

団
体
に
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ち
な
み

に
２
０
２
３
年
度
の
助
成
金
実
績
は
１
，

０
１
３
万
余
円
で
し
た
。

（
熱
帯
林
を
守
り
育
て
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

熱
帯
森
林
保
護
団
体

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
助
成
団
体
の

２
０
２
４
年
度
の
活
動
予
定

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
か
ら
の

寄
付
金
を
原
資
と
す
る
当
基
金
の
助
成
事

業
（
２
０
２
４
年
度
は
12
団
体
に
助
成
）

に
関
し
て
、
各
助
成
団
体
の
２
０
２
４
年

度
の
活
動
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
地
球
に
や
さ
し
い

カ
ー
ド
」
会
員
に
よ
る
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
額
の
0.5
％
に
相
当
す
る
金
額
が
、
三

井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社
（
２
０
２
４
年

４
月
１
日
付
け
で
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン

（写真５）岩地に生育するカントンアブラギリ。

（写真４）2020 年に播種したカントンアブラギ
リ。樹高平均は約１～ 1.2 ｍです。
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ア
マ
ゾ
ン
の
森
は
、
開
発
等
の
影
響
に

よ
っ
て
、
２
０
２
３
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
約
９
，
０
０
０
平
方
㎞
（
鹿
児
島
県

の
面
積
に
相
当
）
を
消
失
し
ま
し
た
。

先
住
民
族
の
若
者
で
組
織
し
た
「
消
防

団
事
業
」
は
、
火
災
発
生
時
の
迅
速
な
消

火
活
動
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
か
ら
も
支
援
協
力
が
あ
り
、
今
後
は
対

象
地
域
を
拡
大
し
、
消
防
士
を
増
加
し
て

い
く
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
の
ル
ー
ラ
政
権
の
誕
生
に

よ
り
、
環
境
保
護
と
先
住
民
人
権
を
尊
重

す
る
政
策
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
で
、
活
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
尾
瀬
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

尾
瀬
は
す
べ
て
が
特
別
地
域
、
特
別
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
次
世
代
に
残
す
べ
き

貴
重
か
つ
脆
弱
な
自
然
資
産
で
す
。
し
か

し
生
物
多
様
性
な
ど
お
構
い
な
し
と
言
わ

ん
ば
か
り
に
、
大
型
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
騒

音
と
と
も
に
、
鳩
待
峠
を
闊
歩
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
た
め

の
、
大
規
模
な
宿
泊
施
設
工
事
で
す
。

２
０
２
４
年
度
は
、
侵
入
外
来
植
物
、

水
質
、
野
鳥
な
ど
の
調
査
と
と
も
に
バ
ス

添
乗
解
説
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
保

護
活
動
の
後
継
者
育
成
研
修
「
尾
瀬
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
―
養
成
講
座
」も
行
い
ま
す
。

（
立
山
連
峰
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

立
山
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

大
会
な
ど
で
自
然
保
護
に
関
す
る
啓
発
を

行
い
、
活
動
の
裾
野
が
広
が
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
室
内
例
会
の
ほ
か
県
内

各
地
で
自
然
観
察
会
を
実
施
し
、
39
年
目

の
ブ
ナ
活
力
度
調
査
や
17
年
目
と
な
る

呉
羽
丘
陵
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

１
０
０
０
里
地
調
査
も
継
続
し
ま
す
。

外
来
植
物
対
策
に
つ
い
て
は
従
来
の
活

動
範
囲
で
オ
オ
バ
コ
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
な

ど
を
除
去
す
る
ほ
か
、
亜
高
山
帯
下
部
で

ス
ス
キ
の
分
布
状
況
を
調
査
し
た
上
で
集

中
的
な
除
去
作
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
白
保
の
サ
ン
ゴ
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

夏
花

石
垣
島
の
白
保
海
岸
は
北
半
球
最
大
規

模
の
ア
オ
サ
ン
ゴ
群
集
が
あ
り
、
海
中
公

園
、西
表
石
垣
国
立
公
園
に
位
置
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
は
引
き
続
き
、
沖
縄
県

特
有
の
環
境
問
題
で
あ
る
農
地
か
ら
の
赤

土
流
出
防
止
対
策
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
植
栽
の
実
施
や
、
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ

る
水
温
計
を
設
置
し
、
年
間
の
海
水
温
変

化
の
デ
ー
タ
化
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
白
保
の
サ

ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ
て
き
た
大
学
等
と

協
働
し
て
新
し
い
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会
は
、
ネ
パ
ー
ル
な

ど
の
山
岳
農
村
部
で
植
林
・
果
樹
栽
培
の

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
通
じ
た
環
境

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

２
０
２
４
年
度
は
、
ネ
パ
ー
ル
西
部
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
県
で
の
植
林
活
動
と
、
農
山
村

で
の
新
規
果
樹
栽
培
（
キ
ウ
イ
、
レ
モ
ン

な
ど
）
を
協
力
農
家
と
継
続
し
ま
す
。
今

年
で
50
周
年
を
迎
え
る
本
会
は
、
ポ
カ
ラ

湖
畔
の
駒
ヶ
根
公
園
へ
の
桜
苗
の
記
念
植

栽
に
よ
る
、
Ｉ
Ｈ
Ｃ
さ
く
ら
記
念
公
園
の

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
チ
ー

ズ
工
房
の
再
生
支
援
、
女
性
た
ち
に
よ
る

紙
漉
き
工
房
、
機
織
り
工
房
な
ど
、
換
金

性
の
高
い
自
活
自
営
支
援
で
、
地
域
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
を
推
し
進
め
ま
す
。

（
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
り

国
際
保
護
動
物
で
す
。ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、

静
岡
県
で
は
希
少
野
生
動
植
物
保
護
指
定

種
、
浜
松
市
で
は
指
定
文
化
財
で
す
が
、

海
岸
環
境
は
年
々
悪
化
し
て
お
り
、
保
護

は
必
須
で
す
。

さ
ら
に
、
静
岡
県
が
計
画
し
浜
松
市

が
要
望
す
る
、
海
岸
脇
に
建
設
計
画
の
大

型
野
球
場
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
公
園

も
問
題
で
す
。
球
場
や
周
辺
施
設
が
夜
間

開
業
す
れ
ば
、
そ
の
照
明
が
子
ガ
メ
を
陸

に
誘
導
し
、海
に
向
か
え
な
く
な
り
ま
す
。

繁
殖
環
境
を
守
る
た
め
、
建
設
計
画
の
見

直
し
を
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

桶
ケ
谷
沼
を
考
え
る
会

日
本
一
の
ト
ン
ボ
生
息
地
「
桶
ヶ
谷
沼
」

の
環
境
を
守
る
、
特
に
絶
滅
危
惧
種
ベ
ッ

コ
ウ
ト
ン
ボ
の
種
の
保
全
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
長
い
年
月
の
活
動
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
２
０
２
１
年
度
の
67
頭
か
ら
、
種
の

保
全
の
危
機
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
許
可
を
得
て
、
採
卵
・
ヤ
ゴ
の
生

育
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
網
掛
け･

餌
や
り
な

ど
の
活
動
が
続
き
ま
す
。
毎
年
反
省
を
含

め
協
議
し
て
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
昨
年
の
調
査
記
録
２
３
７
頭
か
ら

更
に
記
録
を
戻
せ
る
よ
う
に
計
画
し
ま
す
。

今
年
度
は
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
継
続

し
た
飼
育
・
保
全
保
護
活
動
並
び
に
沼
本

体
か
ら
の
自
然
出
現
を
期
し
、
沼
の
湿
地

復
元
計
画
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
カ
ー
ド
）

上
総
自
然
学
校

２
０
２
４
年
度
も
、
休
耕
田
を
再
生

し
て
稲
作
を
行
い
な
が
ら
、
ト
ン
ボ
や
カ

エ
ル
な
ど
が
た
く
さ
ん
住
め
る
よ
う
湿
地

や
、
周
辺
の
管
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

カ
エ
ル
の
繁
殖
場
作
り
や
山
林
の
整
備

は
、
ノ
ス
リ
や
サ
シ
バ
、
フ
ク
ロ
ウ
な
ど

猛
禽
類
の
繫
殖
場
と
な
る
と
の
成
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
最
近
の
調
査
で
は
シ
ャ

ジ
ク
モ
な
ど
、
珍
し
い
水
草
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
東
京
山

椒
魚
食
害
対
策
と
し
て
、
暗
渠
や
竹
製
柵

を
作
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
安
全
対
策
と

し
て
ナ
ラ
枯
れ
の
伐
採
も
行
い
、
山
林
の

管
理
も
拡
大
中
で
す
。
モ
ー
ト
ン
イ
ト
ト

ン
ボ
な
ど
ト
ン
ボ
類
も
増
や
し
た
い
で
す
。
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（
ゾ
ウ
を
守
る
カ
ー
ド
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護
基
金

絶
滅
の
お
そ
れ
が
高
ま
る
ア
フ
リ
カ

の
マ
ル
ミ
ミ
ゾ
ウ
と
サ
バ
ン
ナ
ゾ
ウ
。
象

牙
目
的
の
密
猟
は
大
き
な
脅
威
で
す
。
未

だ
オ
ー
プ
ン
に
象
牙
を
販
売
し
て
い
る
日

本
は
、
密
猟
と
象
牙
取
引
に
無
関
係
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
日
本
の
象
牙
市
場
に
関
す

る
報
告
書
を
準
備
し
、
２
０
２
５
年
２
月

の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
会
議（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

に
参
加
し
、
関
係
者
に
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
横
浜
市
の
２
つ
の
動
物
園

と
の
コ
ラ
ボ
で
、
小
学
生
に
対
す
る
ゾ
ウ

保
護
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
そ

の
成
果
を
パ
ネ
ル
展
な
ど
で
来
園
者
に
も

広
く
普
及
し
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

真
庭
遺
産
研
究
会

岡
山
県
北
部
中
国
山
地
の
麓
に
広
が

る
山
村
地
帯
は
、
全
国
最
大
の
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
で
す
。
昔
懐
か
し

い
山
里
の
風
景
や
美
し
い
渓
流
の
環
境
の

中
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
暮
ら
し
、

繁
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

数
十
年
間
に
生
息
地
の
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
繁
殖
域
の
縮
小
や
、
個
体
数
の
減

少
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
保
護
活
動
と
し
て
、
下
和
川
水
系

と
あ
わ
せ
、倉
見
川
の
渓
流
域
に
お
い
て
、

生
息
地
と
な
る
清
流
環
境
の
保
全
と
再
生

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

一
般
社
団
法
人 

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

２
０
２
０
年
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ

ル
ネ
オ
島
東
部
で
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護

団
体
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
連
携
し
て
、
植
樹

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

５
年
目
と
な
る
２
０
２
４
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
に
植
樹
し
た
地
域
に
お
い
て
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
管
理
・
修
復
作
業
を
行
う
と
と

も
に
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
活
動
の
一
環

と
し
て
、
保
護
林
の
境
界
周
辺
に
て
野
生

の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
住
民
と
の
衝
突
を

防
ぐ
た
め
、
緩
衝
地
域
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
植
樹
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ワ
ガ
タ
探
検
隊

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ワ
ガ
タ
探
検
隊
は
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
原
体
験
を
通
し
て
『
未
来
の

森
の
守
り
人
』
を
育
成
す
る
活
動
を
、
30

年
間
持
続
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
①
新
創
作
絵
本
『
な
ん

で
や
ね
ん
！
昆
虫
の
王
様
』
の
小
・
中
学

校
へ
の
寄
贈
・
活
用
、
②
箕
面
国
定
公
園

内
で
の
「
緑
の
植
樹
活
動
」、
③
海
洋
流

出
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
除
去
「
猪
名
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
企
業
と
の
共
同
実
施
、

④
地
域
産
カ
ブ
ト
虫
を
増
殖
し
て
元
の
里

山
に
帰
す
「
里
山
飼
育
」、
を
行
政
・
住

民
と
協
力
し
て
行
い
、
北
大
阪
に
里
山
を

再
生
し
ま
す
。

｢

小
さ
な
親
切｣

運
動
北
見
支
部
、「
小
さ

な
親
切
」
運
動
本
部
、
東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
㈱
厚
木
工
場
、
戸
田
建
設
㈱
、
中

津
沖
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、ニ
コ
ル・レ
ー

シ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
（同）
、
西
は
り
ま
司
法

書
士
法
人
、
日
本
郵
便
㈱
市
川
大
洲
郵
便

局
、
ハ
ー
ト
㈱
、
㈳
浜
松
市
社
会
福
祉
協

議
会
北
地
区
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

Ｌ
ｕ-

ｘ
、
不
二
建
設
㈱
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
労
働
組
合
横
浜
支
部
、
豊
後
高
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
難

波
支
店
、
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
、
都
城
金
御
岳
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

郵
船
商
事
㈱
、
由
布
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
、

㈱
ロ
ッ
テ
、
㈱
ロ
ム
テ
ッ
ク

寄
付
協
力
者

（
12
月
16
日
〜
3
月
15
日
敬
称
略
）

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

榎
本
邦
彦
、
大
熊
泰
江
、
ジ
ャ
パ
ン
・
カ

イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、
㈱
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ

イ
ン
、
染
矢
武
尊
、
幅
田
博
樹
、
東
く
み

子
、
福
助
工
業
㈱
、
森
口
修
、
渡
邉
公
伸

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
12
月
16
日
〜
3
月
15
日
敬
称
略
）

安
西
敦
子
、
飯
田
治
美
、
飯
野
博
己
、
一
柳

清
美
、伊
藤
伸
子
、慶
田
紫
都
子
、岸
裕
子
、

清
水
初
已
、
末
松
大
輔
、
曽
根
久
子
、
中

泉
亜
紀
、
中
野
寿
人
、
藤
田
祐
子
、
松
尾

眞
由
美
、
光
村
文
子
、
安
田
憲
俊
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
12
月
16
日
〜
3
月
15
日
敬
称
略
）

栄
久
電
気
工
業
㈱
、
㈱
オ
ー
ゼ
ッ
ト
ユ
ー
、

鹿
島
建
設
㈱
、
柏
市
国
際
交
流
協
会
、

㈱
さ
く
ら
工
業
所
、
三
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
三
洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、
新
光
電

気
工
業
㈱
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
岐
阜
支
部
、

㈱
杉
山
チ
エ
ン
製
作
所
東
京
支
店
、
生
長

の
家
岩
手
県
教
化
部
白
鳩
会
、
積
水
ハ
ウ

ス
不
動
産
中
部
㈱
、
㈱
大
気
社
九
州
支
店
、

大
本
山
永
平
寺
、
高
千
穂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
愛
媛
県
本
部
、

使用済み切手等売上表
（12月16日～3月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 371,965 円

未使用／書き損じハガキ 0 円

外国コイン＆紙幣 120 円

合　　　　　計 372,085 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用済
み切手などをお送り下さりあ
りがとうございます。
　当基金では、皆さまからお送
りいただいた「未使用／使用済
み切手」「未使用／書き損じハ
ガキ」「外国コイン＆紙幣」の
売上金を植林活動等に役立てて
います。引き続き、ご協力の
程お願いいたします。

14406681 緑の地球新聞164号.indd   414406681 緑の地球新聞164号.indd   4 2024/03/25   14:222024/03/25   14:22


